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令和2年度水道事業会計 予算の概要

令和2年度水道事業会計の予算が3月

市議会定例会において可決されましたの

で、その概要をお知らせいたします。

水道事業会計は、水道水をつくったり、

施設の維持管理のための経費を扱う収益

的収支と、水道管の更新や施設の建設な

どを行う資本的収支に分かれています。

ここでは、それぞれの収支について昨年

度と比較しながら簡単に紹介します。

まず、収益的収支の収入では、令和2

年度の水道料金収入は、人口増加や企業

立地の推進により昨年度より1,668万円

の増額となっています。財政調整基金か

らの繰入（実質の赤字補てん）は昨年度

に引き続き行わず、黒字経営ができる見

込みとなっています。長期前受金等戻入

額は、平成28年度から取り組んできた固

定資産整理業務の成果に基づき、減価償

却費に係る財源を再算定した結果、

4,021万円の増額となっています。また、

支出では、職員人件費が水道事業管理者

の設置や会計年度任用職員制度の導入、

建設改良費からの予算の付け替え等によ

り、全体の職員数は減となっていますが、

1,948万円の増額となっています。受水

費は水需要の増加に対応できるよう392

万円の増額となっています。修繕料は、

老朽化に伴う修繕等が増加し、2,073万

円の増額となっています。

次に資本的収支の収入では、公共下水

道工事などに伴う木津川市からの負担金

が4,410万円の減額となり、一般会計か

らの出資金は1,389万円の減額となって

います。また、支出では、老朽配水管及

び下水道関連の布設替工事、舗装復旧工

事のほか、山城浄水場の基本設計業務や

吐師受水場のテレメーター装置取替工事、

各施設の設備等更新工事等

を行う予定で、1億144万円

の減額となっています。
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計画的かつ効率的な事業

運営に努めてまいります。

収益的収支・税込

令和2年度
当初予算

令和元年度
当初予算

比較

水道料金 127,718 126,050 1,668

手数料 387 387 0

下水道負担金 6,153 6,273 △ 120

他会計負担金 1,504 1,019 485

財政調整基金繰入金 0 0 0

長期前受金等戻入額 51,088 47,067 4,021

その他（広告収入等） 322 289 33

計 187,172 181,085 6,087

職員人件費 17,756 15,808 1,948

動力費 12,309 11,667 642

薬品費 544 535 9

受水費 46,076 45,684 392

検針委託料 1,357 1,327 30

修繕料 7,199 5,126 2,073

支払利息 2,814 3,024 △ 210

減価償却費 79,002 78,511 491

貸倒引当金 1,700 1,700 0

その他（施設維持費等） 18,215 17,503 712

予備費 200 200 0

計 187,172 181,085 6,087

0 0 0

資本的収支・税込 （単位：万円)

令和2年度
当初予算

令和元年度
当初予算

比較

加入金 7,315 7,235 80

工事負担金 3,878 8,288 △ 4,410

一般会計出資金 2,118 3,507 △ 1,389

府補助金 0 0 0

企業債 0 0 0

水道事業（開発）分担金 1,000 1,000 0

計 14,311 20,030 △ 5,719

建設改良費 44,793 54,937 △ 10,144

企業債償還金 9,946 9,742 204

財政調整基金積立金 1,000 1,000 0

予備費 100 100 0

計 55,839 65,779 △ 9,940

△ 41,528 △ 45,749 4,221

※収入と支出の差額は、過年度留保資金等で補てんします。

（単位：万円)
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山城浄水場の全面更新事業に取り組みます。

水道事業管理者が設置されました。

長年にわたり空席となってい

ました水道事業管理者が令和2年

4月1日から設置されることとな

り、木津川市で総務部長や上下

水道部長を歴任した池尻潔昭が

就任いたしました。公営企業の

運営のエキスパートとして、経

営基盤の強化や施設の老朽化対

策、広域化などの多くの難しい

課題解決に取り組んでいきます。

編集・発行・ネーミングライツのご相談
木津川市上下水道部水道業務課 TEL：0774-75-1250

木津中央配水池（城址公園隣）
～ＪＲ木津駅から東を望む～

ネーミングライツにご協力いただける
企業様をお待ちしています。

水道料金及び公共下水道使用料審議会を

開催しています。

木津川市水道料金及び公共下水道使用料審議会は、
市長の諮問に応じて上下水道の料金や事業などについ
て調査・審議する審議会です。

第1回 令和元年8月1日
第2回 令和元年11月11日
現地視察 令和元年12月10日
第3回 令和2年2月14日
第4回 令和2年8月6日（予定）

詳しくは木津川市ＨＰに掲載しています。
ホーム＞暮らす＞上下水道＞水道からのお知らせ
＞木津川市水道料金及び公共下水道使用料審議会

山城浄水場は、昭和49年度に建設された
施設であり、45年以上が経過しています。
老朽化が進行していることに加え、耐震補
強も実施されていないこと等により、平成
31年3月に策定した木津川市新水道ビジョ
ンにおいて、全面更新をする計画としまし
た。
山城浄水場を更新することにより、耐震

性の確保とともに、水道水の安定供給を図
ることを目的としています。

今後のスケジュール
令和2年度 基本設計
令和3年度 詳細設計
令和4年度～7年度 更新工事

新型コロナに関連する情報は、木津川市ＨＰ
で確認してください。
ホーム＞暮らす＞水道からのお知らせ
＞【新型コロナウィルス対策など】

安心・安全な水をお届けするには、

施設の計画的な更新が必要です。

現況 更新

浄水方式 急速ろ過方式 急速ろ過方式 

計画浄水量 4,200㎥／日 3,000㎥／日

水源 地下水 地下水

除去対象物質

ろ過ポンプ 3台 3台（予備1）

浄水池 305㎥ 256㎥

　※更新内容は今後変更となる場合があります。

山城浄水場　更新計画

マンガン及びその化合物

鉄及びその化合物、色度、濁度


